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連載企画—音響学の温故知新—

黎明期の音楽ホール
——戦前，戦後に活躍した音楽ホール 4館——*

永 田 穂（永田音響設計）∗∗

43.50.Jh

1. は じ め に

我が国では戦後約半世紀の間に市町村各地には
多目的ホールが，大都市及びその周辺には音楽ホー
ルが建設され，それぞれ特色ある活動を展開して
いる。特に東京では現在，大小 18 の音楽ホール
において，毎晩のように演奏会が行われ，国際的
にも音楽を最も多く消費する都市として注目され
ている。しかし，戦前から戦後の 10 年間を考え
ると，東京においてさえも，クラシック音楽の演
奏会場は限られていた。筆者の記憶が鮮明なうち
に，戦前から戦後の復興期にクラシック音楽の演
奏会場として活躍した東京，横浜地区の 4ホール
についてその概要と筆者の聴取体験を含め，紹介
したい。

2. 日比谷公会堂

日比谷公会堂は東京市政誕生の記念施設とし
て，1929 年東京の日比谷公園の一角に建設され
た 2,660席（現在 2,088席）のホールである [1]。
本会堂は当時としては唯一の大型公会堂であり，
内外の著名な演奏家，演奏団体の演奏が行われ，
戦前の音楽ファンにとって，唯一とも言えるコン
サート会場であった。東京大空襲にも生き残った
このホールは，終戦直後から都内オーケストラの
定期演奏会場として活躍し，1961年上野に東京文
化会館が誕生するまで，東京を代表するクラシッ
ク音楽の演奏会場として，多くの音楽ファンに親
しまれてきた。カラヤン率いるベルリンフィルも，
来日初演はこの日比谷公会堂で行われた。

2009年，日比谷公会堂 80周年を迎え，当時を
忍ぶ演奏会が行われ，筆者も久しぶりに残響時間
1秒というデッドな空間でオーケストラを体験し
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た。管と弦の聞こえかたのあまりにも大きな違い，
今日のコンサートホールの恩恵をかみしめたので
ある。約半世紀前まで，私どもの先輩はこのよう
な響きのなかで演奏し，音楽と向かい合っていた
ことを考えると感無量であった。
今日のホールで考えられないデッドな空間であ
るが，この響きに魅了されている指揮者がおられ
る。井上道義さん。80周年記念事業の委員長とし
てご尽力され，この会堂の存在をアピールされた。
また，プロコフィエフのオーケストラ曲を演奏し
たいということで，その全曲演奏を挙行された。
80周年を機に，N響も本公会堂での演奏を年 1回
のペースで行っている。平均吸音率 40%弱，反射
音のエネルギーが極度に少ない大型空間の響きを
体験できる貴重なホールである。

3. 山葉ホール

山葉ホールは終戦後，銀座 7丁目に復興のシン
ボルとしてオープンした 524席の小ホールである。
まだ，音楽会が珍しかった当時，器楽のリサイタ
ル，時には映画なども上映され，戦中，戦後しばら
くの間，文化から遠ざかっていた都民に，平和の喜
びを感じさせたホールである。建築設計はA.レー
モンド，音響設計は三木韶である。
まだ，コンサートホールの体験がなかった筆者
が強い印象を受けたのは，側壁のコペンハーゲン
リブと呼ばれていたスリットのある複雑なリブ構
造のパネルであった。これが音響効果の秘密であ
ると聞いていたが，その仕組みは今日まで筆者は
知る由もなかった。それが，最近，NHK技研時代
の資料の中に，NHK技術研究所建築音響研究室
で行った音響測定報告書 [2]があり，この側壁構
造が今日 ‘リブ鳴り’といわれているリブ構造特有
の現象を起こしていること，リブ鳴りの周波数ま
で指摘していることを発見した。残念ながら，今
日このパネルを目にすることはできない。
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図–1 山葉ホール（断面図）

NHK技研で行った測定結果によれば，室容積
1,780m3，空席の残響時間 0.73秒，かなりデッド
な空間である。
山葉ホールはその後，幾度かの改修を経て，最
終的には取り壊され，新ヤマハ銀座ビルの 7～9階
に 333席の小ホールとしてオープンし，華々しい
活動を展開している。

4. 神奈川県立音楽堂 [3]

横浜の紅葉坂に 1954年にオープンしたこの音
楽堂は，最近耐震補強工事を行い，現状の姿で生
き残り，今日なお横浜地区の代表的なコンサート
ホールとして，中編成のオーケストラから，合唱
曲，室内楽，各種リサイタルなど幅広いジャンル
の音楽に用いられている。
ワン・フロア，木の内装，幅 20 m 弱の矩形の
平面形を持つ座席数 1,106席のこのホールは，側
方反射音に恵まれた空間である。残響時間は空席
で 1.4秒という今日のコンサートホールとして響
きはやや短めであるが，自然の空間印象とバラン
スのとれた節度のある響きは，「木のホール」とし
て演奏家にも聴衆にもファンが多い。建築設計は
前川国男，音響設計は石井聖光である。

1,000席規模のこのホールは，東京地区でも見
あたらない貴重な空間である。筆者はプログラム
を参考に，これはと思う演奏会に，年 1度は足を
運んでいる。合唱を交えた宗教曲，中規模のアン
サンブルがよい。

5. NHKホール [4]

ここに紹介する NHK ホールは 1955 年当時，
新橋内幸町の JOAK 東京放送会館敷地の一角に
オープンした 660席のコンサートホールである。
建築設計は山下寿郎設計事務所，音響設計はNHK

図–2 NHK ホール（内観）

技術研究所である。
放送スタジオ設計の実績を重ねてきた NHKで
あるが，ホールの建設は初めてのプロジェクトで
あった。音響設計においても，当時は建築材料の
吸音率でさえ，海外の教科書の資料に頼らざるを
得なかった。
筆者は当時，後壁の吸音構造として，ヘルムホ
ルツ・レゾネータの設計と施工指導を担当したこ
とを覚えている。
コンサートホールとして計画されたこのホール
は，ワン・フロア，1席当たりの室容積 13.8 m3，
残響時間は 80%収容時で 1.5秒と今日でも中規模
のコンサートホールとして活躍できる響きの空間
である。しかし，NHKの渋谷の放送センターへ
の全面移設に伴い，1973年の演奏会を最後として
このホールは姿を消した。今日，このホールの華
麗な響きを知っておられる方は少なくなった。22
年というホールとしてはあまりにも短い命であっ
たが，クラシック音楽がまだ，身近でなかった昭
和 30 年代，このホールの名演奏が電波に乗って
全国の家庭に配信され，我が国のクラシック音楽
の土壌の育成に貢献した。筆者にとっては忘れら
れない幻のホールである。
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